
多文化共生セミナー（2023.9.29） 

多文化共生セミナーの録画を文字起こししたものです。 

また、最後に柳田論文の URL をつけました。 

 

 

全体のコメント           

                 嶋田 和子 

 

多様な取り組みについてお話を伺いました。 

やさ日伝道師の旅をなさっている方、動画を色々作っているお話、また、東京都、国のお話

もありました。そんな中で、共通のこととして、認知度アップをどうするかということがあ

ります。私もいろいろな所で話をしたり、「やさしい せかい」を見ていただいたりしてい

ますが、まだまだ認知度が上がっていないと感じています。 

 

ということで１点目は、それぞれの取り組みをもっともっと広げていっていただく、という

か、連携をしてただ発信じゃなくて、そこから何か協働するというところにもっていく段階

にあると思っています。日本語教育でも、コンソーシアムを作って、拠点を作って、みんな

で一緒にやっていこうという動きがあります。ということを考えると、みんなでやっていく

ということはとても大切だと思います。たとえば山脇ゼミでは、今までのことを踏襲しなが

らさらに新しい活動をなさっている。本当に素晴らしいと思いますが、それがもっと他の大

学にも波及していったら、もっともっと大きな力になると今回も思いました。 

 

２点目、言葉の問題だけではないというご発言がありましたが、本当にそうだと思います。

そして、MAZ さんからは今度日本語教育学会で発表なさるということもありました。そこ

で、私は日本語教育関係者ですので、ある論文をご紹介したいと思います。 

 

実は、２０２０年度、早稲田大学の柳田直美さんが日本語教育学会論文賞を受賞されました。 

論文のテーマは、「非母語話者は母語話者の「説明」をどのように評価するか」です。「窓口

対応での説明で、非母語話者から評価が高いのはどういうものか」ということに関する分析

なんです。結論を言うと、やさしい日本語を使うことも大事だけれど、むしろ積極的な参加

態度、そして相手に合わせた適切な説明だと明確に書いておられます。 

 

  自治体等の窓口対応においては、言語的調整の前に非母語話者に対する誠実な姿勢を

意識することが重要である。 

 

そして、日本語教育学会の授賞理由にもこう書いてあるんですね。 
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  ともすれば言語的調整の技術論に偏りがちな「やさしい日本語」をコミュニケーション

の文脈に戻す力を持っており、日本語教育関係者のみならず、すべての日本語母語話者

に示唆を与えるものとなっている。 

 

この視点はとても重要ではないでしょうか。そこで、今日皆さまにご紹介したいと考えまし

た。 

 

最後に強調したいことを４点述べさせていただきます。 

 

１．原点を忘れないこと。何のためのやさしい日本語なのか。相手に対してわかりやすい言

葉で語ることですよね。技術論に走ることは避けたいと思います。 

2. さらに他領域・他分野との連携を図って、コラボレーションに進みませんか。 

３．非母語話者の視点を忘れないこと。 

４．母語話者が謙虚に、自分自身のコミュニケーション力を振り返ること。 

  （これは、日本語教師自身も同様） 

 

以上です。 

 

 

 

 

 

参考： 

柳田直美(2020)「非母語話者は母語話者の「説明」をどのように評価するか―評価に影響を

与える観点と言語行動の分析―」『日本語教育』177 巻 pp.17-30 

  https://www.jstage.jst.go.jp/article/nihongokyoiku/177/0/177_17/_pdf/-char/ja 

 

日本語教育学会 2020 年度『日本語教育』論文賞受賞論文 ＜授賞理由＆要旨＞ 

  https://www.nkg.or.jp/.assets/sho_2020_jusho_ronbun.pdf 
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